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要旨
　保育所保育指針に食育の項目があらたに追加さ
れ、保育所における食育の重要性が高まっている現
在、保育所に勤務する栄養士の食育活動への参加や
園児との関わり方と、園での食育活動実施状況との
関連をみることを目的として、保育園 29園を対象
とし保育士へのアンケート調査を実施した。その結
果、栄養士が園で行われている食育活動に参加して
いるのは 41.4%であり、栄養士が給食時間中に園
児とかかわっているのは、51.7%であった。食育活
動に栄養士が参加している園では、「保育所におけ
る食育に関する指針」における食育のねらい 5項目
のうち、「いのちの育ちと食」および「料理と食」
における事例の実施数が多く、魚や肉などいのちの
恵みに関する指導、野菜や果物の栽培活動、農家と
の交流、食材教育、給食や料理に関する指導、保護
者対象の食育活動等の実施が多かった。また、栄養
士が給食時に園児と関わりをもっている園では、
「食と人間関係」「いのちの育ちと食」の実施数が多
く、箸の持ち方指導、食事の片付けへの参加、魚や
肉などのいのちの恵みに関する指導、野菜や果物の
栽培活動等の実施が多かった。栄養士の食育活動に
ついて、保育士からは、栄養士と園児や保護者との
関わりが不足しているという点があげられた 。これ
らのことから、保育園栄養士は、園児の食事や遊び
の様子を観察し、保育士と積極的に連携をもって園
で実施される食育活動に参加することが求められて
いることが明らかになった。
I.　緒言
　近年、子どもの食をめぐっては、発育・発達の重
要な時期にありながら、栄養素摂取の偏り、朝食の
欠食、小児期における肥満の増加、思春期における
痩せの増加など、問題は多様化、深刻化し、生涯に
わたる健康への影響が懸念されている1）。子どもが
豊かな人間性を育み、生きる力を身につけていくた
めに、また、子どもの健康支援のために「食」が果
たす役割は大きい。
　「保育所における食事の提供ガイドライン」2）によ
ると、乳幼児期における望ましい食習慣の定着及
び、食を通じた人間性の形成・家族関係づくりによ
る心身の健全育成を図るため、保育所では食に関す
る取り組みを積極的に進めていくことが求められて
いる。また、食育を推進するためには、教育・保育
関係者の意識向上を図り、子どもが楽しく食を学ぶ
取り組みを行う必要があり、内閣府の「第 2次食育
基本計画」3） では、その取り組みを推進するよう施
策が講じられている。それを受け、平成 20年に
「保育所保育指針」4） が改定され、「食を営む力」の
育成に向け、その基礎を培うことを目標として新た
に食育の推進が加えられた。
　そこで、保育所における食育の取り組みについて
現状をとらえ、栄養士の子どもへのかかわり方と食
育の実践や推進との関連について検討することを目
的として、保育所に勤務する保育士を対象に調査研
究を行った。
II.　方法
1.　対象者
　東京都および埼玉県の認可保育園 30園を対象と
し、勤務する保育士に対して調査目的や内容等を説
明し、そのうちインフォームドコンセントを得られ
た 29園の保育士に留め置き法自記式アンケート調
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査を行った。
2.　調査期間
　2011年 12月 15日～2012年 1月 5日
3.　調査項目
　基礎調査として、「園の昼食状況」、「園における
栄養士の役割や食育活動への参加状況」、「保育士自
身の食意識および食への関心」について調査した。
　さらに、食育活動の現状把握のため、「保育所に
おける食育に関する指針」5） に掲げられている食育
のねらい 5項目をもとに各項目で食育活動事例を 5
つずつ挙げ、実践の有無とその理由を回答しても
らった。
　「保育所における食育に関する指針」では、楽し
く食べる子どもに成長していくことを目的とし、子
どもの発達の観点から次に挙げる食育のねらいを設
けている。
　1）　「食と健康」心身の健康に関する項目 : 健康
な心と体を育て、自らが健康で安全な生活を作り出
す力を養う。
　2）　「食と人間関係」人とのかかわりに関する項
目 : 食を通じて、他の人々と親しみ支え合うため
に、自立心を育て、人と関わる力を養う。
　3）　「食と文化」食の文化に関する項目 : 食を通
じて、人々が築き、継承してきた様々な文化を理解
し、つくり出す力を養う。
　4）　「いのちの育ちと食」いのちとのかかわりに
関する項目 : 食を通じて、自らも含めたすべての
いのちを大切にする力を養う。
　5）　「料理と食」料理とのかかわりに関する項
目 : 食を通じて、素材に目を向け、素材にかかわ
り、素材を調理することに関心を持つ力を養う。
4.　統計解析
　集計および統計解析には、SPSS ver. 20.0 を使用
した。
III.　結果
1.　対象者の概要
　アンケートを記入した保育士は、全員女性であっ
た。年齢は、20代が 21名、30代が 4名、40代が
2名、50代が 2名であった。
　1）　対象者の食意識に関する調査
　調査対象者である保育士の食意識に関する結果は
以下のとおりである（表 1）。
　「食べることに興味があるか」の問に対し、対象
者全員が「はい」と回答したものの、「食について
の知識や情報を得るのが好き」と答えたのは 89.7 
%であり、「食育に関心がある」と答えたのは 69.0 
%であった。また、「普段から健康に気を使った食
事をしている」と答えたのは 58.6%であった。ま
た、「食べ物の好き嫌いが多い方か」の問に対し、
「はい」と答えたのは 82.8%であり、「園での食事
中に嫌いな食べ物が出たらどうするか」について自
由記述で回答を得たところ、「頑張って食べる」や
「我慢して食べる」という回答が最も多く 31.0%で
あり、6.9%の人は「職業上食べなければいけない」
や「子供が見ているから」という、保育士としての
立場を気にした回答があった。
　「子どもたちの食生活で大切なことは何だと思う
か」について自由記述で回答してもらった結果、
「食事のバランス」が 48.3%と最も多く挙げられ、
「食事を楽しむこと」37.9%、「食事の意欲向上」
17.2%、「食品数の多さ」13.8%であった。その他、
「薄味にする」、「アレルギー除去」、「食事マナー」、
「食事リズム」、「添加物の無い食事」などという回
答があげられた。
　「保育士の立場として栄養士に求めることは何か」
について自由記述で回答してもらった結果、「食事
バランスをよくする」や「高い栄養価の食事を作
る」といった回答が、31.0%挙げられた。「食べや
すさ」・「味」・「見た目」などの食事形態について力
を入れて欲しいという回答が 41.4%であり、「安全
面」と答えたのは 13.8%だった。そのほか、「園児
の食事風景を見て欲しい」や「園児と関わる機会を
増やして欲しい」など、栄養士との連帯をもっと取
りたいという回答も 13.8%挙げられた。
　2）　対象者の勤める園の食に関する状況について
　対象者の勤める園の現状について表に示した（表
2）。園での昼食は、給食実施率 100%であり 96.6%
が「給食が美味しい」と答えていた。さらに、昼食
（給食）を園児と一緒に食べているクラスがある園
は 72.4%であった。
　また、栄養士とのかかわりに関する質問に対し
表 1　保育士の食意識の現状
項目 割合（%）
食育に関心がある  69.0
好き嫌いが多い方だと思う  82.8
食べることに興味がある 100.0
食について知識や情報を得るのが好き  89.7
健康に気をつかって食事をしている  58.6
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て、園の栄養士と話をする機会があると回答した保
育士は 69.0%であり、栄養士の園における食育活
動への参加率は 41.4%、園での昼食中に栄養士が園
児と関わっているのは 51.7%であった。さらに、
園児の食生活について、気になることを自由記述で
挙げてもらったところ「好き嫌いが多いこと」とい
う回答が最も多く 27.6%で、その中でも半数の人
が「野菜嫌い」と具体的に挙げていた。他には、
「園での給食のメニューに対する指摘」13.8%、「食
事バランスの不安」13.8%、「朝食の欠食について」
10.3%、「良く噛まないで食べること」6.9%、「家庭
での食事状況について」6.9%、「ジュースばかり飲
む」、「お菓子類について」などの回答が挙げられ
た。
　「園児の家庭での食事状況を知るためにどんなこ
とをしているか」について自由記述で回答しても
らった結果、「連絡ノートや連絡帳に記入をしても
らう」形で状況把握を行なっているという回答が最
も多く、86.2%であった。「送迎時などでの親との
会話」という回答が 37.9%で二番目に多かった。
個人面談の機会があるという回答が 10.3%であっ
た他、「子どもの肌を見て、親と会話をする」など
という回答も見られた。しかし、「問題があるよう
に思える時は親と話す」や「アレルギー時の場合の
み話す」という回答も挙がった。
2.　 食育活動への栄養士の参加と園における食育活
動実施状況との関連
　園における食育活動へ栄養士が参加している園
は、12園（41.4%）であった。栄養士が食育活動に
参加している園を A群とし、参加していない園を
B群とし、園における食育活動の実施状況につい
て、栄養士の食育活動参加有無別に検討した（表
3）。
　1）　 「食と健康」の項目における食育活動事例の
実施状況
　「保育所における食育に関する指針」における食
育のねらい 5項目のうち、「食と健康」に関する食
育活動として、次の 5事例をあげ、実施状況を調査
した。「食事を残さず食べるよう指導している」「食
べ物をよく噛むように指導している」「食事の前後
に手洗いとうがいを指導している」「朝食を食べて
くるよう指導している」「身体の成長や健康のため
に食事が大切であることを指導している」の 5事例
について、栄養士が食育活動に参加している園（A
群）としていない園（B群）とに分けて実施状況を
比較した。
　食事を残さず食べるよう指導している園は、A群
58.3%、B群 82.4%であり食育活動に栄養士が関与
していない園のほうが実施率が高かった（χ2 : 
p<0.05）。食べ物をよく噛むよう指導をしている園
は、A群、B群共に 100%であり、食事の前後に手
洗い ･ うがいを指導している園も A群、B群共に
100%であった。また、朝食を食べてくるよう指導
している園は、A群 66.7%、B群 70.6%であり、身
体の成長や健康のために食事が大切であることを指
導している園は、A群 83.3%、B群 67.4%であった。
　2）　 「食と人間関係」の項目における食育活動事
例の実施状況
　同様に「食と人間関係」の項目に関する 5事例
は、「食事の前後にあいさつをさせている」「箸の持
ち方を指導している」「食事中の会話で楽しい食卓
づくりをしている」「食事の片付けを手伝わせてい
る」「食事の準備や配膳を手伝わせている」とし、
栄養士の食育活動参加有無別に実施状況を把握し
た。
　食事の前後にあいさつをさせている園は、A群
91.7%、B群 100%であり、箸の持ち方を指導して
いる園は、A群 66.7%、B群 64.7%であった。食事
中の会話で楽しい食卓づくりをしている園は、A群
100%、B群 94.1%であった。食事の片付けを手伝
わせている園は、A群 91.7%、B群 82.4%、食事の
準備や配膳を手伝わせている園は、A群 75.0%、B
群 76.5%であり、5事例のすべてにおいて、栄養士
の食育活動への参加との関連はなかった。
　3）　 「食と文化」の項目における食育活動事例の
実施状況
　「食と文化」の項目に関する 5事例は、「郷土料理
が給食で提供されている」「米の栽培や特徴につい
て話をしている」「食べ物の旬について話をしてい
表 2　食に関する園の現状
項目 割合（%）
園での園児の昼食は給食である 100.0
給食は美味しいと思う  96.6
園児と一緒に昼食を食べている  72.4
園にいる栄養士と話をする機会がある  69.0
園での食育活動に、栄養士も参加している  41.4
園での昼食中に栄養士が園児とかかわっている  51.7
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る」「日本の食文化に関する体験をさせている」「日
本の食文化に関するポスター等掲示が園内にある」
とし、同様に実施状況を把握した。
　郷土料理が給食で提供されている園は、A群
58.3%、B群 35.3%であった。また、米やごはんに
ついて話をしている園は、A群 16.7%、B群で
35.3%と栄養士が食育活動に参加していない園での
実施率が高く、食べ物の旬について話をしている園
は、A群 75.0%、B群 47.1%と栄養士が食育活動に
参加している園での実施率が高かった （χ2 : 
p<0.05）。日本の食文化を体験させている園は、A
群 75.0%、B群 58.8%であり、日本の食文化に関す
るポスター等掲示が園内にある園は、A群 33.3%、
B群で 35.3%であった。
　4）　 「いのちの育ちと食」の項目における食育活
動事例の実施状況
　「いのちの育ちと食」の項目に関する 5事例は、
「行事食が給食で提供されている」「食に関わる人へ
の感謝を指導している」「魚や肉などいのちの恵み
について指導している」「農家の方との交流をして
いる」「野菜や果物の栽培活動をしている」とし、
同様に実施状況を把握した。
　その結果、行事食が給食で提供されている園は、
A群 91.7%、B群 94.1%であった。食に関わる人へ
の感謝を指導している園は、A群 91.7%、B群
94.1%であり、魚や肉などいのちの恵みについて指
導している園は、A群 66.7%、B群 35.3%であった 
（χ2 : p<0.05）。農家の方と交流をしている園は、A
群 50.0%、B群 29.4% （χ2 : p<0.10）、野菜や果物の
表 3　園における食育活動の現状 ─ 食育活動への栄養士参加有無による違い ─
 （%）　　
食育活動事例項目 参加している（A群 n=12）
参加していない
（B群 n=17）
????
　食事を残さず食べるよう指導している  58.3  82.4 ＊＊
食べ物をよく噛むよう指導をしている 100.0 100.0
食事の前後に手洗い ･うがいを指導している 100.0 100.0
朝食を食べてくるよう指導している  66.7  70.6
身体の成長や健康のために食事が大切であることを指導している  83.3  64.7
??????食事の前後にあいさつをしている  91.7 100.0
箸の持ち方を指導している  66.7  64.7
食事中の会話で楽しい食卓づくりをしている 100.0  94.1
食事の片付けを手伝わせている  91.7  82.4
食事の準備や配膳を手伝わせている  75.0  76.5
????
郷土料理が給食で提供されている  58.3  35.3
米の栽培や特徴について話をしている  16.7  35.3 ＊
食べ物の「旬」について話をしている  75.0  47.1 ＊
日本の食文化に関する体験をさせている  75.0  58.8
日本の食文化に関するポスター等掲示が園内にある  33.3  35.3
????
?
?
????
行事食が給食で提供されている  91.7  94.1
食に関わる人への感謝を指導している  91.7  94.1
魚や肉などいのちの恵みについて指導している  66.7  35.3 ＊＊
農家の方との交流をしている  50.0  29.4 ＊
野菜や果物の栽培活動をしている 100.0  70.6 ＊＊
????
食材に触れる機会をつくっている  75.0  47.1 ＊
調理体験をさせている  75.0  70.6
給食や料理を考える機会をつくっている  41.7  17.6 ＊＊
保護者対象の食育活動をしている  50.0  17.6 ＊＊
料理のレシピ等を家庭に持ち帰れるようにしている  50.0  41.2
　　χ2　＊ : p<0.10、＊＊ : p<0.05
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栽培活動をしている園は、A群 100%、B群 70.6%
であり （χ2 : p<0.05）これら 3項目とも栄養士が食
育活動に参加している園での実施率が高かった。
　5）　 「料理と食」の項目における食育活動事例の
実施状況
　「料理と食」の項目に関する 5事例は、「食材に触
れる機会をつくっている」「調理体験をさせている」
「給食や料理を考える機会をつくっている」「保護者
対象の食育活動をしている」「料理のレシピ等を家
庭に持ち帰れるようにしている」とし、同様に実施
状況を把握した。
　食材に触れる機会をつくっている園は、A群
75.0%、B群 47.1%であり（χ2 : p<0.10）、給食や料
理を考える機会をつくっている園は、A群 41.7%、
B群 17.6%（χ2 : p<0.05）、保護者対象の食育活動
を し て い る 園 は、A 群 50.0%、B 群 17.6% （χ2 : 
p<0.05）とこれら 3項目とも栄養士が食育活動に
参加している園での実施率が高かった。また、料理
のレシピ等を家に持ち帰れるようにしている園は、
A群 50.0%、B群 41.2%であった。
　6）　 「保育所における食育に関する指針」項目別
の食育活動実施状況比較
　「保育所における食育に関する指針」に掲げられ
ている食育のねらい 5項目について、それぞれの項
目における実施事例数を比較検討した（表 4）。食
育活動へ栄養士が参加している園を A群、してい
ない園を B群として比較したところ、平均実施事
例数に差があった項目は、「いのちの育ちと食」お
よび「料理と食」であり（t-test : p<0.05, 0.10）、
いずれも食育活動に栄養士が参加している A群に
おいて実施事例数が有意に多かった。
3.　 給食中の栄養士と園児との関わりと食育活動実
施状況との関連
　園での給食中に栄養士が園児と関わっていると回
答した園は 15園（51.7%）であった。そこで栄養
士が給食中に園児とかかわっている園を C群、関
わっていない園を D群として、栄養士の園児との
かかわりの有無別に、園における食育活動の実施状
況について検討した（表 5）。
　1）　 「食と健康」の項目における食育活動の実施
状況
　「食と健康」の項目に関する 5事例について園で
の実施状況を栄養士が給食中に園児とかかわってい
る園（C群）と関わっていない園（D群）とにわけ
て実施状況を比較した。
　食事を残さず食べるよう指導している園は、C群
80.0%、D群 64.3 %であった。食べ物をよく噛むよ
うに指導をしている園は、C群、D群共に 100%で
あり、食事の前後に手洗い ･うがいを指導している
園も C群、D群共に 100%であった。また、朝食を
食べてくるよう指導している園は、C群 73.3%、D
群 64.3%であり、身体の成長や健康のために食事
が大切であることを指導している園は、C群
80.0%、D群 64.3%であった。いずれの事例につい
ても給食時の栄養士と園児とのかかわりの有無との
関連はみられなかった。
　2）　 「食と人間関係」の項目における食育活動の
実施状況
　同様に「食と人間関係」の項目に関する 5事例に
ついて、給食時間中の栄養士と園児との関わりの有
無別に実施状況を把握した。
　食事の前後にあいさつをさせている園は、C群
93.3%、D群 100%であり、食事中の会話で楽しい
食卓づくりをしている園は、C 群 100%、D 群
92.9%であった。箸の持ち方を指導している園は、
C群 80.0%、D群 50.0%であり（χ2 : p<0.05）、食
事の片付けを手伝わせている園は、C群 100%、D
群 71.4% （χ2 : p<0.05）で、栄養士が給食中に園児
と関わっている園での実施率が高かった。
　3）　 「食と文化」の項目における食育活動の実施
状況
　「食と文化」の項目に関する 5事例について同様
に実施状況を把握した。
　郷土料理が給食で提供されている園は、C群
60.0%、D群 28.6% （χ2 : p<0.10）であり、日本の食
文化に関するポスター等掲示が園内にある園は、C
群 46.7%、D群 21.4% （χ2 : p<0.05）と栄養士が給食
中に園児と関わっている園での実施率が高かった。
表 4　 保育所における食事に関する指針 5項目別実
施状況－食育活動への栄養士参加有無による
違い－
実施数
参加している
（A群 n=12）
参加していない
（B群 n=17） p value
食と健康 4.08±1.08 4.18±1.07 0.82
食と人間関係 4.25±0.75 4.18±1.19 0.84
食と文化 2.58±1.08 2.12±1.54 0.35
いのちの　　
　育ちと食 4.00±0.85 3.24±0.90 0.03
料理と食 2.92±1.44 1.94±1.48 0.09
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　4）　 「いのちの育ちと食」の項目における食育活
動の実施状況
　「いのちの育ちと食」の項目に関する 5事例につ
いても同様に実施状況を把握した。
　その結果、行事食が給食で提供されている園は、
C群 100.0%、D群 85.7%であった。食に関わる人
への感謝を指導している園は、C群 93.3%、D群
92.9%であり、農家の方と交流をしている園は、C
群 40.0%、D群 35.7%であった。しかし、魚や肉な
どいのちの恵みについて指導している園は、C群
66.7%、D群 28.6%（χ2 : p<0.05）、野菜や果物の栽
培活動をしている園は、C群 100%、D群 64.3%
（χ2 : p<0.05）であり栄養士が給食中に園児と関わっ
ている園での実施率が高かった。
　5）　 「料理と食」の項目における食育活動の実施
状況
　「料理と食」の項目に関する 5事例についても同
様に実施状況を把握した。
　食材に触れる機会をつくっている園は、C群
73.3%、D群 42.9%であり（χ2 : p<0.10）、栄養士が
給食中に園児と関わっている園での実施率が高かっ
たが、その他 4項目において有意差はなかった。
　6）　 「保育所における食育に関する指針」項目別
の食育活動実施状況比較
　「保育所における食育に関する指針」に掲げられ
ている食育のねらい 5項目について、それぞれの項
目における実施事例数を比較検討した（表 6）。給
食の時間中に栄養士が園児と関わっている園を C
表 5　園における食育活動の現状 ─ 給食時の栄養士と園児とのかかわりの有無による違い ─
（%）
項目
栄養士と園児の
関わりがある
（C群 n=15）
栄養士と園児の
関わりがない
（D群 n=14）
????
食事を残さず食べるよう指導している  80.0  64.3
食べ物をよく噛むよう指導をしている 100.0 100.0
食事の前後に手洗い ･うがいを指導している 100.0 100.0
朝食を食べてくるよう指導している  73.3  64.3
身体の成長や健康のために食事が大切であることを指導している  80.0  64.3
??????食事の前後にあいさつをしている  93.3 100.0
箸の持ち方を指導している  80.0  50.0 ＊＊
食事中の会話で楽しい食卓づくりをしている 100.0  92.9 
食事の片付けを手伝わせている 100.0  71.4 ＊＊
食事の準備や配膳を手伝わせている  80.0  71.4
????
郷土料理が給食で提供されている  60.0  28.6 ＊
米の栽培や特徴について話をしている  26.7  28.6
食べ物の「旬」について話をしている  66.7  50.0
日本の食文化に関する体験をさせている  66.7  64.3
日本の食文化に関するポスター等掲示が園内にある  46.7  21.4 ＊＊
????
?
?
????
行事食が給食で提供されている 100.0  85.7
食に関わる人への感謝を指導している  93.3  92.9
魚や肉などいのちの恵みについて指導している  66.7  28.6 ＊＊
農家の方との交流をしている  40.0  35.7
野菜や果物の栽培活動をしている 100.0  64.3 ＊＊
????
食材に触れる機会をつくっている  73.3  42.9 ＊
調理体験をさせている  80.0  64.3
給食や料理を考える機会をつくっている  26.7  28.6
保護者対象の食育活動をしている  33.3  28.6
料理のレシピ等を家庭に持ち帰れるようにしている  46.7  42.9
χ2　＊ : p<0.10、＊＊ : p<0.05
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群、関わっていない園を D群として比較したとこ
ろ、平均実施事例数に差があった項目は、「食と人
間関係」（t-test : p<0.10）および「いのちの育ちと
食」であり（t-test : p<0.05）、いずれも給食時間中
に栄養士が園児と関わっている C群において平均
実施事例数が多かった。
IV.　考察
　保育園における食育活動の実施状況について、保
育士にアンケート調査を行い、栄養士の保育園にお
ける活動内容別に解析を行った。その結果、保育園
で行う食育活動への栄養士参加の有無、および給食
時間中の栄養士と園児との関わりの有無が食育実施
数とに関連があることが明らかになった。食育活動
に栄養士が参加している園では、「保育所における
食育に関する指針」における食育のねらい 5項目の
うち、「いのちの育ちと食」および「料理と食」の
実施数が多かった。なかでも、魚や肉などいのちの
恵みに関する指導、野菜や果物の栽培活動、農家と
の交流、食材教育、給食や料理に関する指導、保護
者対象の食育活動等は、栄養士が食育活動に参加し
ている園での実施が多かった。これらの食育事例
は、給食時間中以外に特別活動として、時間や場所
を改めて設定しなければ実施できない食育活動であ
り、食材を教材として使用する内容の事例であるこ
とから、栄養士が給食業務以外にも、保育士と協力
しながら保育活動や教育活動に参加していることが
推察される。
　また、栄養士が給食時に園児と関わりをもってい
る園では、「保育所における食育に関する指針」に
おける食育のねらい 5項目のうち、「食と人間関係」
「いのちの育ちと食」の実施数が多かった。なかで
も、箸の持ち方を指導、食事の片付けへの参加、魚
や肉などのいのちの恵みに関する指導、野菜や果物
の栽培活動等は、栄養士が給食時間中に園児と関
わっている園での実施が多かった。これらは、毎日
の給食時間中に食事をしながら指導することが効果
的な食育活動であり、持続することに意義がある事
例が多いことが推察される。
　今回の調査においてもっとも多く実施されていた
食育活動は、咀嚼指導、手洗い、うがいの励行指導
であり、すべての園で実施されていた。これらの事
例は、栄養士の活動に関わらず、保育士が日常的に
実施できる指導であり、幼児に望ましい生活習慣を
身につけさせるために大切な事例でもある。また、
項目別にみると、園での給食時間中に実施できる
「食と人間関係」に関する食育事例の実施数が最も
多く、5事例中の平均実施数は 4.2±1.0であった。
この事例は、すべて給食時間中での食育活動であ
り、保育士達から園児へ促しやすい指導事例である
とともに、この期の子どもたちにとって最低限必要
となる食育活動であると考えられる。栄養士が給食
中に巡回することによって、これらの食育活動に対
して働きかけが強くなるが、栄養士が不在であって
も保育士の認識によって実施できうる事例でもあ
る。
　保育士の食に関する意識や関心について、ほとん
どの人が食べることに興味・関心があるが、健康志
向のある保育士は約半数程度であった。しかしなが
ら、園児達の前では、嫌いな食べ物でも食べる努力
としており、保育のプロ意識が読み取れたことから
も、今回の調査に回答した保育士は自分自身の健康
に関しての意識は低いものの、園児に対する食の指
導については、適格な知識と意識をもっていると推
察できる。今後も幼児期の食に対する正確な知識と
意識をもった保育士の養成が必要であると考えられ
る。
　今回の調査から、保育現場において「栄養士に
もっと園児の様子を見てほしい」「もっと園児とか
かわってほしい」という要望も多く、栄養士の積極
的な保育活動への参加が求められているにもかかわ
らず、食育活動や昼食時に栄養士が園児と触れ合う
機会がある園はまだ半数程度である現状が明らかに
なった。さらに、園の栄養士が食育活動に参加せず、
給食時間に園児と関わりがないという園が 11園
（37.9%）あり、これらの園での食育実施状況はいず
れの項目および事例においても低い状況であった。
表 6　 保育所における食事に関する指針 5項目別
実施状況－給食時の栄養士と園児とのかか
わりの有無による違い－
mean±SD 実施数
関わっている
（C群 n=15）
関わっていない
（D群 n=14） p value
食と健康 4.33±0.90 3.93±1.21 0.32
食と人間関係 4.53±0.74 3.86±1.17 0.08
食と文化 2.67±1.29 1.93±1.38 0.15
いのちの
　育ちと食 4.00±0.85 3.07±0.83 0.01
料理と食 2.60±1.35 2.07±1.69 0.36
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　園での給食はおいしいと答えた保育士が多かった
が、栄養面や食事形態を問題視する意見もあった。
園児の食生活についても、園内、園外どちらに対し
ても問題視する回答がいくつか見られた。家庭での
食事状況を知るための工夫は、どの園でも実施され
ていたが、園児の送迎時に栄養士から家庭での食生
活について保護者へ話をしてほしいという要望が多
かった。
　「保育所保育指針」の中に食育に関する項目が新
たに付け加えられたことをうけ、各園において食育
活動を充実させる計画が組まれている園が増えてき
ていることが今回の調査結果から明らかになった。
そのような現状において求められる保育園栄養士と
は、食育が保育の一部であること、および園児たち
の食事や遊びの様子を観察する重要性を認識した上
で、保育士たちと積極的に連携をもって幼児期に必
要な情報や習慣を身につけさせる活動を行い、保護
者に対しても面談等により、食の専門家としての働
きかけができる栄養士である。
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 Summary
 The item of shokuiku is newly added to a nursery school childcare indicator, and the importance of the food education in a 
nursery school is increasing. The purpose is to find the relation of how with the shokuiku activity in a nursery school and 
meal observation of kindergartners by dietitian in the lunch time and we carried out the questionnaire to childcare work-
ers. As a result, it was 41.4% that the dietitian has participated in the shokuiku activity currently performed in the garden 
and 51.7% of dietitians were concerned with the kindergartner during lunch time. The dietitian was guiding how to use chop-
sticks, clear up of a meal, and cultivate of vegetables in the garden which has relation with the kindergartner at the time of sup-
ply of food. The nursery school dietitian is urged to observe a kindergartner’s meal and the situation of play, and to partici-
pant in the shokuiku activity which cooperates with a childcare worker positively. 
